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JR 九州と株式会社Aegis
イージス

 A I
エーアイ

が資本業務提携 

～独自の AI開発基盤により社内 DXを加速～ 

 

九州旅客鉄道株式会社（本社：福岡市博多区、代表取締役社長執行役員：古宮 洋二、以下

「JR九州」）と、AI技術を活用した M&A支援プラットフォーム「M&A OS」を提供する株式会社

Aegis AI（本社：福岡市中央区、代表取締役 CEO 玉城 偉光、以下「Aegis 社」）は、JR九州

グループの DX 推進と新たな事業創出を目的として、資本業務提携契約を締結いたしましたの

で、お知らせいたします。 

 

 

■資本業務提携の背景・目的 

JR 九州と Aegis 社は、M&A 業務を高度化・効率化する次世代型システム「M&A OS」の開発

と、同基盤技術の活用検討を進めてまいりました。 

これまで JR九州はローコード等を活用した市民開発により、定型・個別業務の DXを推進し

てきましたが、複雑なプロセスの自動化や専門的判断を要する業務の効率化が課題となって

いました。 

この度、実証実験（PoC）を経て技術の有効性を確認できたことから、資本業務提携へ至り

ました。今後は両社の強力なパートナーシップのもと、JR九州グループの更なる DX推進と新

規事業の創出に挑んでまいります。 

 

■本提携による取組みのイメージ 

 

 

 

 

 

 



■代表者コメント 

 ＜九州旅客鉄道株式会社 代表取締役社長執行役員 古宮 洋二＞ 

この度、株式会社 Aegis AI 様と資本業務提携を締結し、ともに新たな挑戦を進められるこ

とを大変うれしく思います。当社は「JR九州グループ DX戦略」のもと、システム開発の内製

化やデータ・AIの活用を通じて、働きがいと生産性の向上に取り組んでまいりました。Aegis 

AI様が有する独自の開発基盤には、当社グループの DXをさらに発展させる大きな可能性があ

ると感じております。 

オープンイノベーションから生まれた「M&A OS」にとどまらず、社内課題の解決を通じて培

った技術やノウハウを活用し、新たな事業の創出や当社グループの企業価値向上に取り組ん

でまいります。 

 

＜株式会社 Aegis AI 代表取締役 CEO 玉城 偉光＞ 

 この度、JR九州様と資本業務提携を締結できましたことを、大変光栄に存じます。「M&A OS」

のオープンイノベーションによる共同研究では、JR 九州様がこれまでの投資で培ってこられ

た実務知見に基づくフィードバックをいただき、品質を大きく向上させることができました。

その結果、AI ならではの分析の速さと網羅性を備えたシステムへと磨き上げることができた

と自負しております。 

 本提携を通じて、AIオーケストレーションをはじめとする当社の独自技術を、JR九州グルー

プ様の部門横断業務や高度な意思決定を伴う業務の DX へと展開するとともに、九州から新た

な事業を共に創出してまいります。 

 

■会社概要 

 

□九州旅客鉄道株式会社 

所在地  福岡県福岡市博多区博多駅前三丁目 25番 21号  

代表者  代表取締役社長執行役員 古宮 洋二 

設立  1987 年 4月  

資本金  160 億円  

事業内容  ・運輸サービス事業   ・不動産・ホテル事業 

・流通・外食事業    ・建設事業 

・ビジネスサービス事業 

従業員数  15,202 名（2025年 3月 31日時点、連結ベース）  

企業 URL  http://www.jrkyushu.co.jp  

 

 

□株式会社 Aegis AI 

所在地  福岡県福岡市中央区天神一丁目 11番 1号 ONE FUKUOKA BLDG. 7階 

代表者  代表取締役 CEO 玉城 偉光 

設立  2025年 7月  

事業内容  ・M&A効率化システム開発 

・生成 AI機能付システムのフルスクラッチ開発 

従業員数  15 名 (2026年 7月末時点、業務委託・パートナーを含む) 

企業 URL  https://aegis-ai.jp 

 

 

 

 

 

http://www.jrkyushu.co.jp/
https://aegis-ai.jp/


■「M&A OS」について（参考） 

「M&A OS」は、M&A の初期検討からデューデリジェンス（DD）、投資判断、PMI（買収後の統

合）準備までを、同一の案件文脈のもとで一気通貫に支援する AI プラットフォームであり、

Aegis社が、独自の AI開発基盤と M&Aの専門知識をもとに開発・提供しています。 

 開発にあたっては、JR 九州がこれまでの M&A 投資を通じて蓄積してきた実務知見や利用者

視点のフィードバックを、共同研究を通じて「M&A OS」に反映し、実務の現場で使える品質と

実用性を磨き上げてきました。 

 

 
 

 


